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研究成果の概要（和文）： 
 我々の研究では近世東アジア各地の地方統治官が残した記録類を検討することに

より、中国の中核部で形成された地方統治の規範が周辺地域・諸国にどう普及し、

各々の地域形成の現場にいかに影響を与えたかという問題について比較研究を試

みた。その結果、①清代における地方統治の規範的言説と実態②東アジア周辺にお

ける規範の受容のあり方③東アジアの地方統治官と在地勢力の関係の偏差などを

実証的に明らかにすることができた。 

 
研究成果の概要（英文）： 
Our research sets out to explore the norms of local governance which were 
formed in the central China, through the investigation of the records left by 
local officials in various regions and nations in East Asia in modern times. The 
comparative approach aims to answer the question how those norms were 
diffused in the peripheral areas of China, and how they gave various influences 
upon the formation of each region. As consequences, we successfully 
demonstrated three following points: Firstly the normative discourse and actual 
situation of local governance under the Qing China; secondly the perception of 
those norms in peripheral East Asia; thirdly the relations or gaps in power 
between the local officials and local potentates in East Asia. 
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研究分野：人文社会 
科研費の分科・細目：史学・東洋史 
キーワード：寧波、地方統治、ベトナム、海域、秩序、中核と周辺、規範と現実 
 
１．研究開始当初の背景 
 本研究は親研究の「東アジアの海域交流と

日本伝統文化の形成」の一環として、その具

体的な研究目的の一つである「海域研究」を

担うべく設けられた。「海域研究」において

は従来地中海世界を舞台に構築された理論

がその拠り所とされてきたが、課題としてそ

れを東アジア海域世界において再検討する

必要があり、本研究はその一端を引き受ける

ことになった。 
 
２．研究の目的 
 この研究では、東アジアの中核で形成され

た地方統治の規範が、東アジアの周辺各地に

どのように普及し、それぞれの地域形成の現

場においていかに実現されたか（されなかっ

たか）を問うため、各地の地方統治官の残し

た記録、地方政治に関わる文書、地方統治の

マニュアル類を検討することを研究目的と

した。そして具体的には中核部の中国浙

江・寧波の清代統治官の事例を軸にして

中華帝国の周辺の事例、および中華帝国

の外側のベトナム・琉球、フィリピンの

事例を取り上げて比較・検討することを

共通の課題として設定した。 

 
３．研究の方法 
 具体的な活動としては、主要な成果目

標である研究論文集の作成に向けた定

期的な研究報告会を開催するほか、①東

アジア海域世界の中核部に位置する寧

波の清代における地方統治の規範的言

説と実態、②東アジア周辺における規範

の受容のあり方、および規範と現実との

関係、③東アジアの地方統治官と在地勢

力の関係の偏差、などについて実証的・

具体的に明らかにすることを念頭に置

いた上で班全体による海外実地調査お

よび各個人による海外資料収集調査を

続けてきたことを挙げる。 

 

４．研究成果 
 最大の成果は 2010 年内に『近世の海域世
界と秩序形成』（仮題）と題した研究論文集

を刊行･公開することである。これは親研究

の中心事業計画の一つである『東アジア海域

叢書』の一翼を担い、その最初に上梓するも

ので、研究分担者･連携者の他、この間に我々

が開催した国際シンポジウムの参加者であ

る中国大陸･台湾・フランスなどの海外の研

究者たちからの論考をも掲載することがで

き、その意味でも国際的な評価が期待できる

研究成果であると思われる。 
本研究ではこの間、ベトナム、浙江、福建、

沖縄の地方統治の遺跡や資料を調査するこ

とで、それぞれのあり方を体験的に理解する

ことを可能にし、それぞれに研究に具体性を

与えることになった。 
さらにこうした活動を踏まえたうえで各

メンバーはみずからの責任において以下の

ように研究論文を多数生み出し、多くの国際

学会で有益な研究報告を行っておのおのそ

れぞれの分野での国際学術交流に活躍した。 
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